
MS 201 TC-M

2 - 33 取扱説明書



目次
1 はじめに......................................................2
2 安全に関する重要事項................................ 3
3 反発力......................................................... 8
4 作業方法....................................................10
5 カッティング アタッチメント.................. 11
6 バーとチェンの取り付け.......................... 11
7 ソーチェンの張り方 (サイドチェン テンシ

ョナ)..........................................................12
8 チェンの張り具合の点検.......................... 13
9 燃料...........................................................13
10 給油...........................................................14
11 チェン オイル........................................... 16
12 チェン オイルの給油.................................16
13 チェン オイルの吐出点検......................... 16
14 チェン ブレーキ........................................17
15 冬季作業....................................................17
16 エンジンの始動と停止.............................. 18
17 作業中の注意事項..................................... 20
18 オイル量の調節.........................................21
19 ガイド バーの保守.................................... 21
20 エアーフィルターの掃除.......................... 21
21 M-Tronic....................................................22
22 スパーク プラグ........................................22
23 機械の保管................................................ 23
24 チェン スプロケットの点検......................24
25 ソーチェンの整備と目立て.......................24
26 整備表....................................................... 28
27 磨耗の低減と損傷の回避.......................... 29
28 主要構成部品............................................ 30
29 技術仕様....................................................30
30 スペア パーツのご注文............................. 31
31 整備と修理................................................ 31
32 廃棄...........................................................32
33 EC 適合証明書.......................................... 32
34 UKCA 適合宣言.........................................32
35 アドレス....................................................33

1 はじめに
この取扱説明書では STIHL チェンソーは機械と
呼ばれる事もあります。

1.1 シンボル マークについて
機械に表示されているシンボル マークは、この取
扱説明書で説明されています。

機械および装置のバージョンによっては、次のシ
ンボル マークが機械に表示されている場合があ
ります。

燃料タンク、ガソリンとエンジン オイ
ルの混合燃料

チェン オイル用タンク、チェン オイ
ル

チェン ブレーキの作動および解除

コースティング ブレーキ

チェン移動方向

E マチック、チェン オイル流量調整

ソー チェンの張り

インテーク エアー バッフル:冬季作
業

インテーク エアー バッフル:夏季作
業

ハンドル ヒーティング

デコンプ バルブの作動

パージャー ポンプの作動

1.2 段落の前に付いたシンボルや数
字

警告

人に及ぼす事故やケガ、更に重大な物的損傷に対
する警告。

注記

本機本体あるいは構成部位の損傷に対する警告。

1.3 技術改良
当社の信条として、常に自社製品の改良を心がけ
ております。この理由から、製品の設計、技術、
外観が定期的に改良される場合があります。

このため、変更、修正、改良の種類によっては、
本取扱説明書に記載されていない場合がありま
す。
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2 安全に関する重要事項
この特殊なチェンソーは、特殊切断や
作業テクニックの訓練を受けた作業
者のみが使用する必要があります。
ハンドルの設計が特殊 (ハンドルの間
隔が狭い) なため、この種のチェンソ
ーを使用するときは、ケガの危険性が
高まります (チェンソーの不意の反動
による切傷など)。 チェンの回転数が
非常に高く、カッターが非常に鋭利で
あるため、チェンソーで作業を行うと
きは、人身事故の危険を低減するため
に特別な安全措置が必要です。
初めて使用するときは取扱説明書を
よく読んで理解し、必要なときに見ら
れるよう安全な場所に確実に保管し
てください。 取扱説明書を順守しな
いと生命を脅かすようなケガを負い
やすくなります。

2.1 一般的な注意事項
現地の安全規制、基準、条例を遵守してくださ
い。

騒音を発するパワーツールの使用が、国や地域の
規則によって規制されている場合があります。

この機械で初めて仕事をする人は： STIHL サー
ビス店または経験豊富なユーザーに機械の操作
方法を教えてもらうか、その専門的な研修に参加
してください。

未成年者はチェンソーを使用しないでくださ
い。 ただし、トップハンドル チェンソーを使用
した特殊な突っ込み切り技術に関する訓練を受
けた 16 歳以上の未成年者が作業する場合にはこ
の限りではありません。

作業場所に見物人、特に子供や動物を近づけない
でください。

他者およびその所有物に対して生じた事故また
は危険に関しては、その一切の責任をユーザーが
負います。

チェンソーを貸与または譲渡する場合は、取扱説
明書を一緒に手渡してください。 作業者はすべ
て、トップハンドル チェンソーによる作業に対す
る特殊なトレーニングを受講して、本機種の構成
と操作に精通するようにしてください。

チェンソーで作業する人は、十分に休息をとり、
身体的・精神的に健康でなければなりません。 激
しい労働に耐えられない体調の方は、チェンソー
の使用前にかかりつけの医師に相談してくださ
い。

視界を妨げ、動作や判断を鈍らせるようなアルコ
ールや薬品などを服用した状態では、チェンソー
を使用しないでください。

事故やケガを避けるために、天候が悪い場合 (雨、
雪、氷、風) は作業を延期してください。

ペースメーカーを付けている方にのみ該当する
注意点： チェンソーのイグニッション システム
は、微量の電磁界を発生します。 この電磁界がペ
ースメーカーに干渉する場合があります。 健康
上のリスクを軽減するため、ペースメーカーを装
着された方は、パワーツールの使用前に掛かりつ
けの医師またはペースメーカーの製造元に、お問
い合せください。

2.2 正しい使用方法
トップハンドルチェンソーは、上部ハンドルが付
いた、特に樹木のメンテナンスや立木の樹冠での
作業に適した特殊チェンソーです。

樹木のメンテナンス作業は、適切な保護装置（高
所作業台、作業者用保護装備、落下防止装置）を
使用してのみ実施することができます。

チェンソーは、木材や木製品の切断にのみ使用し
てください。

吊り下げ穴は、チェンソーを過負荷防止機能付き
のチェンソーストラップに固定し、ハーネスやロ
ープでソーを木に運ぶために使用します。

チェンソーをこれ以外の目的には使用しないで
ください – 事故の恐れがあります！

伐採作業や薪の準備には使用できません。これ
らの作業には、ハンドル間隔の長い従来のチェン
ソーを使用する必要があります。

安全性が損なわれる可能性がありますので、いか
なる方法でもチェンソーを改造しようとしない
でください。STIHL は、承認されていないアタッ
チメントを使用した際の人的傷害および物的損
害に対しては一切保証を行いません。

2.3 衣服と装備
適切な防護服と装備を身に付けてください。

丈夫な素材で、身体に合い、身体の動
きを制約しない衣服を着用してくだ
さい。だぶだぶな上着ではなく、足、
脚、前腕に切断防止機能が付いた、身
体にピッタリしたオーバーオールを
着用してください。

枝、やぶ、または機械の可動部品に引っかかるお
それがある衣服を身に付けないでください。ス
カーフ、ネクタイ、装身具を身に付けないでくだ
さい。長髪は結んでまとめてください（スカー
フ、帽子、ヘルメット等に押し込んでください）。

適切な安全靴 - 切断防止素材が使用
され、靴底が滑らず、爪先に鋼板が
入った靴 - を履いてください。
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警告

目を負傷する危険を低減するために、
EN 166 基準に準拠した、確実にフィ
ットする保護メガネを着用してくだ
さい。保護メガネが顔のサイズに合
っているか確認してください。

フェイスシールドを着用し、適切にフィットして
いるか確認してください。

「自分専用」のイヤープロテクター - 例えば防音
用耳栓 - を着用してください。

落下物の危険がある場所では、あご紐付きのヘル
メットを着用してください。

耐性素材 (革等) や切断防止素材でで
きた、丈夫な保護手袋を着用してくだ
さい。

STIHL 社では、作業者を保護する多様な防護服と
装備を販売しています。

転落防止器具を使用してください。

用途に適した認定済の装備のみを使用してくだ
さい。

毎回使用する前に装備の具合を点検し、損傷して
いる部分があれば交換します。

2.4 運搬
チェンソーを持ち運ぶときは、たとえすぐ近くま
でであっても、常にエンジンを停止し、チェンブ
レーキをかけ、チェン ガード (鞘) を装着してく
ださい。 これにより、チェンが予期せずに始動す
る危険を避けることができます。
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チェンソーはコントロール ハンドルを持ち、熱く
なったマフラーを身体から離し、ガイド バーを後
ろに向けて運搬してください。 ひどい火傷を受
けないように、本機の熱くなった部分、特にマフ
ラー表面などに触れないようにしてください。

乗り物で運搬する時： チェンソーが倒れたり、燃
料が流れ出たり、破損しないよう固定してくださ
い。

2.5 洗浄
プラスチック製部品は、布で掃除します。 強い洗
剤はプラスチックを損傷することがあります。

機械から、汚れや泥を取り除いてください - これ
には、グリース溶剤を使わないでください。

必要に応じて換気スロットを清掃します。

機械の清掃に高圧洗浄機を使用しないでくださ
い。 強い流水で機械の部品を損傷する恐れがあ
ります。

2.6 アクセサリー
当社が本機での使用を承認した、または技術的に
同等の、ツール、ガイド バー、チェン、チェン
スプロケット、またはアクセサリーだけをご使用
ください。 これに関して不明な点がある場合は、
STIHL サービス店へお問い合わせください。 高
品質ツールおよびアクセサリーだけをご使用く
ださい。 そうしないと、事故および本機の損傷の
恐れがあります。

当社では、STIHL 純正のツール、ガイド バー、
チェン、チェン スプロケット、およびアクセサリ
ーだけをご使用いただきますようお勧めしま
す。 これらは、お客様の機種およびご使用になる
性能要件に合わせて、特別に設計されています。

2.7 燃料の給油
ガソリンは非常に簡単に引火します -
火気を近づけないでください - 燃料
をこぼしたり、喫煙しないでくださ
い。

燃料を給油する前にエンジンを停止してくださ
い。

エンジンがまだ熱いうちは給油しないでくださ
い - 燃料が流れ出て火災になることがありま
す！

燃料フィラーキャップは、過剰な圧力が徐々に抜
けて、燃料が噴き出さないように、慎重に開けて
ください。

給油は風通しの良い場所で行ってください。 本
機に燃料をこぼしたら直ちにふき取ってくださ
い。 衣服に燃料をこぼさないでください - 汚れ
た衣服は直ちに着替えてください。

機械は標準として、次のフィラー キャップを装備
することができます。

バイヨネット式フィラー キャップ (差し込みロ
ック)

バイヨネット式燃料タンクキャップ
(差し込みロック) は正しく差し込み、
止まるまで回してからバイヨネット
を下ろしてください。

日本語 2 安全に関する重要事項
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正しく締め付けられていない燃料キャップがエ
ンジンの振動によって緩んで燃料が漏れる危険
を低減します。

燃料が漏れていないか注意してくだ
さい！ 燃料がこぼれたり漏れている
場合は、エンジンを始動しないでくだ
さい - 火傷による命の危険がありま
す！

2.8 始動前
チェンソーが操作の安全性を確保できる状態で
あることを確認します - 本取扱説明書の関連項
目を参照してください：
– 燃料システムに漏れがないか点検します。特

に燃料タンクキャップ、ホース接続部、手動燃
料ポンプ（手動燃料ポンプ付きのチェンソーの
場合のみ）などの目に見える部品を特に注意深
く点検します。漏れや損傷がある場合は、エン
ジンを始動しないでください - 火災の危険が
あります！使用を開始する前に、チェンソーの
修理点検をサービス店に依頼してください。

– チェンブレーキや前ハンドガードが正常に作
動する

– ガイドバーが正しく装着されている
– ソーチェンが適切に張られている
– 吊り下げ穴が損傷していない
– スロットルトリガ―とスロットルトリガ―ロッ

クアウトがスムーズに作動して、放すとアイド
リング位置に戻らなければなりません。

– マスターコントロールレバーが、スムーズに
STOP、0 または† に移動できるか。

– スパークプラグターミナルがしっかりと差し
込まれているかチェックします - 緩んでいる
場合は火花が発生することがあり、燃料と空気
の混合物に引火する可能性があります – 火災
の危険があります！

– 操作部や安全装置に改造を加えないでくださ
い。

– ハンドルはオイルや汚れのない清潔な乾いた
状態に保ちます - これはチェンソーを安全に
操作するために重要です。

– 損傷していない吊り下げ穴の付いたチェンソ
ーを使用します。

– 十分の燃料とチェンオイルがタンクに充填さ
れていることを確認します。

チェンソーは、操作の安全性が確保されている状
態でのみ操作することができます – 事故の恐れ
があります！

2.9 チェンソーの始動
チェンソーは、平坦な地面でのみ始動します。 安
定した足場を保ちます。 チェンソーをしっかり
と保持します。 チェンの回転によってケガをす
るリスクを低減するため、カッティング アタッチ

メントが他の物体や地面に接触していないこと
を確認します。

チェンソーは一人で操作します。 作業場所には、
始動時であっても第三者を入れないでください。

ソーチェンが切り口に入っている状態で、チェン
ソーを始動しないでください。

樹木上でチェンソーを始動すると、作業者が制御
できなくなる恐れがあり、とても危険です - ケガ
の危険があります。

トップハンドル チェンソーは樹木上に運ぶ前に、
助手により地面で点検、給油、始動、暖機運転し
てください。

給油した場所から少なくとも 3 m 離れて始動し
ます。戸外に限ります。

チェンが回転してケガする場合がありますので、
始動する前は、チェンブレーキでチェンをロック
してください。

エンジンの落としがけをしないでください - 取
扱説明書に従って始動してください。

2.10 作業中
樹木の中で作業する場合は、樹木メンテナンス向
けトップハンドルチェンソーを常にロープで固
定してください - 吊り下げ穴に固定し、安全ロー
プとつなぎます。チェンソーから手を放す前に、
常にチェンブレーキをロックしてください。

吊り下げ穴にチェンソーストラップをかけて固
定します。チェンソーストラップは、過負荷防止
装置を備えている必要があります。適切なアク
セサリーは専門店でお求めいただけます。
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チェンソーを両手でしっかり保持し
てください -事故の危険があります：
左利きの場合でも右手でコントロー
ルハンドルを握ります。安全操作の
ため、ハンドルバーとハンドルを手の
ひらで包むように親指を使ってしっ
かりと握ってください。
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片手操作は特に危険です。乾燥し、こ
ぶだらけの朽ち木を切るときは、正し
く切り込みできなくなることがあり
ます。反発力が発生して、枝の上をチ
ェンが滑ったり跳ねたりして、コント
ロールできなくなることがあります。
キックバックの危険 - 致命的なケガ
を負う危険性があります！

トップハンドルチェンソーは、次の場合にのみ片
手で操作出来ます：
– 両手で使用することが不可能な場合
– 作業位置を確保する為に、片手を使用する必要

がある場合
– チェンソーをしっかり保持している場合
– 身体のどの部分もチェンソーの旋回範囲に触

れるおそれがない場合

片手切断操作時の注意事項：
– 切断対象の枝にもたれかからない
– バーの先端で切断作業しない
– 落下する枝を握ろうとしない

しっかりと安定した足場を常に確保してくださ
い。剥いだ皮が湿っている時は、特に注意してく
ださい – 滑る危険があります！

差し迫った危険や緊急時には、直ちにエンジンを
停止します – マスターコントロールレバー/停止
スイッチを STOP、0 または † の方向に動かし
ます。

チェンソーを作動させたまま、本機から離れない
でください。

滑りやすい場所、濡れた地面、雪、氷、傾斜、凸
凹のある地面、最近皮を剥がれた木や樹皮には特
に注意してください – 滑る危険があります！

木の切り株、根、溝などに特に注意してください
– つまずく危険があります！

一人だけで作業せず、事故があった場合に備え
て、近くに応急処置の訓練を受けた人がいて声を
出せば助けに来られるようにします。切断作業
現場での補助者も保護具を着用し、切断された枝
が当たらないところまで下がっているようにし
ます。

イヤープロテクター（張力保護具）を装着してい
る場合は、より高い注意力が必要です - 危険を告
げる音（叫び声、警笛など）が聞こえにくくなり
ます。

疲労が蓄積しないように、適切な時期に休息をと
ってください – 事故の恐れがあります！

切断作業中に発生するる塵埃（木屑など）、噴煙、
煙は、健康を害する恐れがあります。塵埃が発生
する場所では、防塵マスクを着用してください。

エンジン運転中： スロットルトリガーを放して
も、フライホイール効果により、ソーチェンは短
時間回転し続けます。

チェンソーの使用中およびその近くでは喫煙し
ないでください – 火災の危険があります！燃料
システムから発火しやすいガソリン蒸気が漏れ
ている恐れがあります。

ソーチェンは、短い間隔で定期的に点検し、顕著
な変化が生じた場合には直ちに点検してくださ
い：
– エンジンを停止し、ソーチェンが完全に停止す

るまで待ちます。
– 状態としっかり固定されているかどうかを確

認します。
– 切れ味に注意します。

エンジンがかかっているときは、ソーチェンに触
れないようにしてください。ソーチェンに障害
物が挟まった場合、障害物を取り除こうとする前
に、直ちにエンジンを停止してください – ケガを
する危険があります！

チェンソーをそのままにして離れる場合は、必ず
エンジンを停止してください。

ソーチェンを交換する前に、エンジンを停止させ
ます。エンジンが予期せずに回転し始めること
があり、ケガをする危険があります！

着火しやすい材質（例えば、木屑、樹皮、乾燥し
た草、燃料など）は高温の排気の流れや熱いマフ
ラーから遠ざけてください – 火災の危険があり
ます！触媒コンバータ付きマフラーは特に高温
になりがちです。

チェンを適切に潤滑せずにチェンソーを絶対に
作動させないでください。オイルタンク内のオ
イルレベルに注意してください。オイルタンク
内のオイルレベルが低くなりすぎた場合、作業を
速やかに停止し、チェンオイルを充填してくださ
い - 「チェンオイルの充填」および「チェンの潤
滑の点検」も参照してください。

チェンソーに、設計強度を超える異常な負荷（激
しい衝撃や落下など）がかかった場合は、チェン
ソーが操作の安全性を確保できる状態にあるこ
とを、作業を続ける前に必ず確認してください -

「始動前」の項目も参照してください。

特に、燃料システムに漏れがないことを確認し、
安全装置が正しく機能していることを確認して
ください。安全な操作ができないチェンソーは
決して使用し続けないでください。不明な点が
ある場合は、サービス店にご問い合わせくださ
い。

スロットルトリガーを放した時にソーチェンが
それ以上動かないように、エンジンが正しくアイ
ドリングしていることを確認してください。ア

日本語 2 安全に関する重要事項
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イドリング調整を定期的に点検および修正して
ください。それでもアイドリング中にソーチェ
ンが回転する場合は、サービス店に点検と修理を
依頼してください。

チェンソーはエンジンが始動すると
すぐに、有毒な排気を発生します。 こ
のガスは、無臭で目に見えないことが
あり、未燃焼の炭化水素とベンゼンを
含んでいることがあります。 室内や
換気状態の悪い場所では、絶対に機械
を使用しないでください。触媒コン
バータが装着されている機種でも同
様です。

溝、くぼ地、あるいは狭い場所で作業する時に
は、適切な換気を確保してください - 有毒ガスを
呼吸することによる命の危険があります！

気分が悪くなったり、頭痛、視界が狭くなるなど
視力の障害、聴力の障害、めまい、集中力の低下
などを感じたら、即座に作業を停止してくださ
い。 濃度の高い排気ガスを吸い込むことで、これ
らの症状が現れることがあります - 事故の恐れ
があります！

2.11 作業後
エンジン切り、チェンブレーキをかけ、チェン ガ
ードを取り付けます。

2.12 保管
機械を使用しない時は、他人に危険が及ばないよ
うに保管します。 不正な使用ができないよう、機
械を固定します。

機械を安全な乾燥した部屋に保管してください。

2.13 紛失防止チェンガード
紛失防止チェンガードは、樹木に登ってチェンソ
ーを使用する作業用に特別に設計されています。
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リング (1) - チェンガードを使用者のハーネスに
固定します。

スナップ式フィッティング (2) - 紛失防止チェン
ガードがチェンソーのスプロケットカバーに確
実に固定されます。それにより運搬中にガイド
バーから外れることがありません。

幅広ベース (3) - バンパースパイクを覆います。

使用法

00
12

BA
02

8 
KN

2

チェンガードは必ずガイドバーに完全に被せて
使用します。スナップ式フィッティング (2) をチ
ェンスプロケットカバーにカチッと音がするま
ではめます。
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作業中の保管には、2 個のリングのいずれかを使
用してチェンガードを使用者のハーネスに固定
します。
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1

チェンソーを運搬したり、ロープに固定したりす
る際には、必ずチェンソーの後ろ側にあるプルア
ウトリング (4) を使用してください。

絶対にチェンガードのリング (1) を使用してチェ
ンソーの運搬や固定を行わないでください。チ
ェンソーが落下して事故が起きる危険がありま
す！

2 安全に関する重要事項 日本語
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2.14 振動
チェンソーを長時間使用した場合には、振動の影
響により手の血行不良が生じることがあります
(「白ろう病」)。

以下をはじめ、多くの事柄が影響するため、一般
的な使用時間の設定は不可能です。常に各国の
安全規制、基準、条例をお守りください。

以下の対策をとると使用時間を延長できます：
– 手の防護(暖かい手袋)
– 休憩を取りながら作業する

以下の場合には使用時間を短くします：
– 血行不良の特殊体質 (症状：指が頻繁に冷たく

なる、指が疼く)。
– 低い外気温。
– ハンドルを掴む力の強さ (掴む力が強いと血行

が低下します)。

機械を日常的に長時間使用したり、該当する症状
(指のしびれ等)が繰り返し発症する時は、医師に
よる診断をお薦めします。上記のいずれかの症
状が現れたら(指が疼くなど)、医師にご相談くだ
さい。　

2.15 整備と修理
修理、清掃または整備作業およびチェンに対して
作業を行う前に必ずエンジンを切ります。 エン
ジンが不意に始動すると、怪我をする危険があり
ます！

本機は定期的に整備する必要があります。 取扱
説明書に書かれている整備や修理だけを行って
ください。 その他すべての作業は、販売店に依頼
してください。

当社では、整備や修理を STIHL 認定サービス店
だけに依頼されることをお勧めします。 STIHL
販売店では定期的にトレーニングを受け、適切な
技術情報の提供を受けています。

高品質のスペアパーツのみを使用します。 そう
しないと、事故および本機の損傷の恐れがありま
す。 これに関して不明な点がある場合は、STIHL
サービス店へお問い合わせください。

いかなる方法でも本機を改造しないでください。
人身への傷害の危険性を増加させることがあり
ます - 事故の危険があります!

スパーク プラグ ターミナルを取り外したり、ス
パーク プラグを緩めたまま、スターターでエンジ
ンを始動すると、シリンダー外部でイグニッショ
ン スパークが生じて火災の危険があるので、その
前にマスター コントロール レベルを STOP、0
または † に移動してください。

火気の近くで調整したり保管しないでください -
燃料を搭載していますので、火災の恐れがありま
す。

燃料キャップがしっかり閉まっていることを、定
期的に点検してください。

欠陥のない、当社が承認したスパークプラグのみ
を使用します - 「技術仕様」を参照してくださ
い。

イグニッション ケーブルに異常がないこと(絶縁
状態、接続の確実性)を確認してください。

マフラーに問題が無いことを確認してください。

破損したマフラーを取付けたまま、あるいはマフ
ラーがないまま、本機を使用しないでください。
火災の恐れや聴力への害があります！

絶対に加熱されたマフラーに触れないでくださ
い - 火傷の危険があります！

防振装置の状態は振動動作に影響します - 防振
装置を定期的に点検してください。

チェン キャッチャーを点検してください。破損
している場合は交換します。

エンジンを停止します
– チェンの張りの点検
– チェンの張りの締め直し
– チェンの交換
– 不具合の修正

目立てに関する注意事項を守ってください。安
全にかつ正しく取り扱うため、チェンとガイド バ
ーを完全な状態に保持します。 正しく目立てを
して、張りを調整し、十分に潤滑する必要があり
ます。

チェン、ガイドバー、チェンス プロケットを適切
な時期に交換します。

クラッチ ドラムの動作状態が完全であることを
定期的に確認してください。

燃料とチェンオイルを指定された容器でのみ保
存し、正しくラベル付けします。 光および日光か
ら保護された、乾燥した、涼しい、安全な場所に
保管します。

チェン ブレーキに不具合が発生した場合、機械を
即座に停止します。ケガの危険があります！
STIHL サービス店にお問い合わせください - 不
具合が改善されるまで、機械を使用しないでくだ
さい。「チェン ブレーキ」の項を参照してくださ
い。

3 反発力
切断中に生じる最も一般的な反発力は、キックバ
ック、プッシュバック、プルインです。

日本語 3 反発力
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3.1 キックバックの危険
キックバックによって重傷や致命傷
を負うおそれがあります。
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キックバックとは、次のような状況下で、チェン
ソーが制御できない状態で作業者に向かって唐
突に跳ね返ってくる現象を指します。

3.2 キックバックが発生しやすい状
況
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– ガイドバー先端の上部 1/4 部分を意図せずに
樹木や硬い物体に接触させた (例えば、枝払い
中に別の樹木に偶発的に接触した場合)。

– 切断中にガイドバー先端部でチェンが切り口
に挟まれた。

3.3 クイックストップチェンブレー
キ：

この機能は、一定の状況下でケガの危険を低減し
ますが、キックバック自体を防ぐことはできませ
ん。作動すると、ソーチェンがチェンブレーキに
よって瞬時に停止します。
この取扱説明書の「ソーチェン」の項を参照して
ください。

3.4 キックバックの危険を低減する
には

– 慎重に作業し、キックバックが起こるおそれが
ある状況を避けます。

– チェンソーを両手で確実に保持し、ハンドルを
着実に握ります。

– 常にフルスロットルで切断します。
– 常にガイドバー先端部の位置に注意を払いま

す。
– バーの先端では切断しないでください。
– チェンが挟まれるおそれがあるため、細くて固

い枝には特に注意してください。
– 絶対に一度に数本の枝を切断しないでくださ

い。
– 腕を伸ばしすぎないでください。
– 肩の高さより上にあるものを切断しないでく

ださい。
– 途中まで切断した樹木を再度切断するときは、

十分に注意してガイドバーを切り口に入れて
ください。

– 経験がない場合は、突っ込み切りは行わないで
ください。

– 丸太が動いたり、他の力が加わったりして切り
口が閉じ、チェンが挟まるおそれがあるため、
注意してください。

– 必ず適切に目立てされ、張りが適正なチェンを
使用して作業を行います。デプスゲージの設
定が大きすぎないか確認してください。

– キックバックを低減するソーチェンや、先端径
が小さいガイドバーを使用してください。

3.5 プルイン (A)
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A
プルインは、作業中にバー底部のチェンが突然、
樹木に挟まったり、引っかかったり、樹木内の異
物に当たったりしたときに発生します。チェン
の反動によりチェンソーが前方に引かれます。
STIHL は、繊細でない木材の作業には爪止めを後
付けし、チェンソーを安全に取り付けることを推
奨しています。
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3.6 プッシュバック (B)
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B
プッシュバックは、作業中にバー上部のチェンが
突然、樹木に挟まったり、引っかかったり、樹木
内の異物に当たったりしたときに発生します。
チェンの反動により、チェンソーが作業者の方に
まっすぐに跳ね返ってきます。この危険を防ぐ
には、：
– ガイドバーの上部が挟まる可能性がある状況

に注意してください
– 切り口の中でガイドバーをねじらないでくだ

さい。

4 作業方法
4.1 鋸断
始動スロットル位置ではチェンソーによる切断
作業を行わないでください。この位置では、エン
ジン回転数を調整できません。

冷静かつ慎重に作業を行ってください。日中の
視界が十分なとき以外は作業を行わないでくだ
さい。他者に危険が及ばないか確認し、常に注意
を怠らないでください。

できる限り短いガイドバーを使用します。組み
合わせが適切で、お使いのチェンソーに適合する
チェン、ガイドバー、チェンスプロケットを使用
してください。
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身体がカッティングアタッチメントに触れない
位置にチェンソーを位置決めします。

可能ならば、リフトバケットから作業してくださ
い。

はしごや他の不安定な台に乗った作業や、肩の高
さ以上での作業は、絶対に行わないでください。

枝の落下による第三者のケガや物的損害 (自動車
など) の危険を低減するため、作業場所への出入
りを遮断してください。

命綱を使用した作業時は、命綱を切断してしまう
リスクがあります。落下して負傷する危険を低
減するために、必ず予備の命綱を使用してくださ
い。

太い枝の切断時は、特に注意してください。機械
をしっかりと保持し、切断時にかかる力をコント
ロールし、反動に備えます。切断が完了すると、
チェンソーは切り口内でカッティングアタッチ
メントによって支持されなくなります。チェン
ソーの全重量を支える必要が生じます。支えな
いと、制御を失うおそれがあります！

チェンソーを異物に接触させないよう注意して
ください。石やクギなどが飛散し、ソーチェンが
損傷するおそれがあります。チェンソーが偶発
的にキックバックすることがあります - 事故が
起きる危険があります！

回転中のソーチェンが石や他の硬い物体に当た
ると、火花が発生し、特定の条件下では燃えやす
い物質が引火するおそれがあります。特に乾燥
した高温の気候下では、枯れた植物や茂みも引火
します。火災の危険がある場合は、燃えやすい物
質、乾燥した植物、低木の付近でチェンソーを使
用しないでください。火災が生じる危険性の最
新情報に関して、必ず管轄森林管理事務所にお問
い合わせください。

注意！ 感電の危険を避けるために、電
線の付近での切断作業には特に注意
してください。電線のすぐ近くで切
断作業を行うときは、電線の電源を遮
断してから作業に着手してください。

ぶら下がった枝を下側から切断しないでくださ
い。チェンが挟まってキックバックが発生し、制
御できなくなることがあります。

日本語 4 作業方法
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低木や若木の場合は、注意してください。枝がチ
ェンソーによってすくい上げられ、作業者へ向か
って跳ね返る可能性があります。

裂けた樹木の切断時は注意してください。木片
が飛散してケガをするおそれがあります！

切断が完了した後、他の位置に移動する前にチェ
ンブレーキでチェンをロックするか、エンジンを
切ります。

作業方法

チェンソーをフルスロットルにしてから切断を
開始してください。

必ずチェンを回転させた状態でチェンソーを切
り口から引き抜いてください。
– 細い枝は真っすぐに切断します。
– 太い枝は、初めに下側から負荷軽減カットを入

れ (直径の約 1/5)、次に上側から切り込みます。
– 重い枝はロープで支えます。

ソーが切り口に挟まった場合
– エンジンを切り、チェンソーを幹の方向の樹木

に固定します。
– 必要に応じて別のチェンソーを使用し、切り口

からチェンソーを慎重に解放します。

張力の掛かった大枝：

► 常に、まず圧縮側 (A) に負荷軽減カットを入れ
ます(1)。

► 次に、張力側 (B) を幹の方向に玉切りします
(2)。そうしないと、キックバックやソーが挟ま
る危険があります。

他の方法がない場合のみ、下側から上側に向けて
玉切りします。プッシュバックに注意してくだ
さい。

5 カッティング アタッチメ
ント

カッティング アタッチメントは、ソーチェン、ガ
イドバー、チェン スプロケットで構成されていま
す。

標準仕様のカッティング アタッチメントはチェ
ンソーに合致するように設計されています。
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– ソーチェン (1) のピッチ (t) を、チェンスプロ
ケットやローロマチックガイドバーのノーズ
スプロケットのピッチと適合させてください。

– ソーチェン (1) のドライブ リンク ゲージ (2)
はガイドバー (3) の溝幅と一致させてくださ
い。

適合しないコンポーネントを使用すると、カッテ
ィング アタッチメントは短時間使用しただけで
修理不可能なほどに破損してしまうことがあり
ます。

6 バーとチェンの取り付け
6.1 チェンブレーキの解除
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► カチッという音がするまでハンドガードを前
ハンドルの方向に引きます。チェンブレーキ
が解除されます。

6.2 チェンスプロケットカバーの取
り外し
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► キャプティブナット (1) を反時計回りにまわ
し、スプロケットカバー内で垂れ下がる状態に
します。

► スプロケットカバー (2) をキャプティブナッ
トと共に取り外します。

6.3 ガイドバーの取り付け
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► テンショナースライド (2) がハウジングスロ
ットの左端に当たるまでスクリュー (1) を左
側にまわします。

3
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► ガイドバーをスタッド (3) に取り付け、テンシ
ョナースライドのペグを穴 (4) にはめ込みま
す。

6.4 ソーチェンの取り付け

警告

鋭利なカッターから手を保護するために作業用
手袋を着用してください。

1
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► チェンをスプロケット (1) からガイドバーに
沿って取り付けます。ガイドバー上側の刃先
をバーの先端方向に向けてください。

2
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► バー下側のチェンのたるみがほとんどなくな
るまで、スクリュー (2) を時計回りにまわしま
す。ドライブリンクがガイドバーの溝にかみ
合っているか確認してください。
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► スプロケットカバーを取り付けます。 
ハンドガードのピボットピンをスリーブには
め込み、ナットをスタッドに取り付け、手で軽
く締め付けます。

►「ソーチェンの張り方」の章を参照してくださ
い。

7 ソーチェンの張り方 (サイ
ドチェン テンショナ)
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切断作業の合間に再調整する場合：
► エンジンを停止してください。
► ナットを緩めます。
► バーの先端を上に向けて保持します。

日本語 7 ソーチェンの張り方 (サイドチェン テンショナ)
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► スクリュードライバーでテンショニング スク
リュー (1) を時計回りに回し、チェンがバーの
下側に軽く触れるまでチェンを張ります。

► バーの先端を持ち上げたまま、ナットをしっか
りと締めます。

►「チェンの張り具合の点検」を参照してくださ
い。

新品のチェンは、しばらく使用したものよりも頻
繁に張りを調整する必要があります。
► チェンの張り具合は頻繁に点検してください -

「作業中の注意事項」を参照してください。

8 チェンの張り具合の点検
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► エンジンを停止します。
► 作業用手袋を着用して手を保護してください。
► チェンは、バーの下側に軽く触れ、チェンブレ

ーキを解除した時に、手でバーに沿って引くこ
とができる程度に張ります。

► 必要ならば、チェンを張り直してください。

新品のチェンは、しばらく使用したものよりも頻
繁に張りを調整する必要があります。
► チェンの張り具合を頻繁に点検してください -

「作業中の注意事項」の章を参照してください。

9 燃料
エンジンには、ガソリンとエンジンオイルの混合
燃料が必要です。

警告

燃料に直接触れたり、ガソリンの気化ガスを吸い
込んだりしないよう注意してください。

9.1 STIHL MotoMix (モトミックス)
STIHL 社では、STIHL MotoMix の使用をお勧めし
ています。このあらかじめ混合された燃料はベ
ンゼンや鉛を含まず、高オクタン価を特徴とし、
常に適切な混合比をもたらします。

STIHL MotoMix には、エンジン寿命を最長化する
ために STIHL HP Ultra 2 ストロークエンジンオ
イルが使用されています。

MotoMix は、販売されていない市場もあります。

9.2 燃料の混合

注記

仕様と異なる不適切な燃料や混合比を用いると、
エンジンに重度の損傷が生じるおそれがありま
す。低品質のガソリンやエンジンオイルは、エン
ジン、ガスケット、燃料ライン、燃料タンクを損
傷させることがあります。

9.2.1 ガソリン

オクタン価が 90 以上の高品質ガソリンだけを使
用してください。無鉛、有鉛は問いません。

アルコール濃度が 10% を超えるガソリンは、手
動調整可能キャブレター付きエンジンではエン
ジン性能を低下させるおそれがあるため、そうし
たエンジンには使用しないでください。

M-Tronic 搭載エンジンは、アルコール濃度が
27%までのガソリン(E27)を使用して本来の性能
を発揮します。

9.2.2 エンジンオイル

ご自身で燃料を混合する場合は、STIHL 2 ストロ
ークエンジンオイルまたは JASO FB、JASO FC、
JASO FD、ISO-L-EGB、ISO-L-EGC あるいは
ISO-L-EGD に準拠する他の高性能エンジンオイ
ルを使用してください。

機械が寿命に達するまでの全期間で排ガス基準
が満たされるよう、STIHL 社では STIHL HP
Ultra(ウルトラ) 2 ストロークエンジンオイルま
たは同等の高性能エンジンオイルの使用を指定
しています。

9.2.3 混合比率

1:50 の比率で STIHL 2 ストロークエンジン オイ
ルとガソリンを混合してください (オイル 1 に対
してガソリン 50)。

9.2.4 例
ガソリン量 STIHL 2 ストロークエ

ンジンオイル 1:50
リットル リットル (ml)
1 0.02 (20)
5 0.10 (100)
10 0.20 (200)
15 0.30 (300)
20 0.40 (400)
25 0.50 (500)
► 承認されている安全な燃料容器にオイルを注

入してからガソリンを加え、完全に混ぜ合わせ
ます。

8 チェンの張り具合の点検 日本語
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9.3 混合燃料の保管
燃料は承認されている安全な燃料容器に入れ、乾
燥して涼しく、安全な、照明や太陽光から保護さ
れた場所に保管します。

混合燃料は時の経過に伴って劣化します - 数週
間分の必要量だけを混合してください。混合燃
料は 30 日以上保管しないでください。照明、太
陽光、低温、高温にさらすと、混合燃料はより短
期間で使用できなくなることがあります。

STIHL MotoMix は、問題なく最長 5 年間保管する
ことができます。
► 混合燃料が入った容器(携行缶)をよく振ってか

ら給油してください。

警告

携行缶の内圧が高まっている可能性があるため、
キャップは慎重に開けてください。
► 混合燃料を保管する燃料タンクや容器は、とき

どき徹底的に清掃してください。

残存する燃料や清掃に使用した液体は、規制に
従って環境に害を及ぼさないように廃棄してく
ださい!

10 給油
 

10.1 機械の準備
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► 給油する前に、汚れが燃料タンクの中に入らな
いように、燃料キャップとその周りをきれいに
してください

► 常にタンクの注入口が上を向くように機械を
置いてください

10.2 キャップの開け方
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► グリップを垂直位置まで起こします。

00
1B

A2
32

 K
N

► キャップを反時計回りに回します (約 1/4 回
転)。
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タンクキャップと燃料タンクのマークが合いま
す。
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► タンクキャップを取り外します。

日本語 10 給油
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10.3 燃料の給油
給油時は、燃料をこぼしたり、あふれさせたりし
ないよう注意してください。

STIHL 社では、燃料用　STIHL　フィラーノズル
(特殊アクセサリー) の使用をお勧めしています。
► 燃料タンクに給油します。

10.4 キャップの閉め方
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グリップを垂直位置に合わせます：
► キャップを取り付けます - タンク キャップと

燃料タンクのマークを合わせてください。
► キャップを止まるまで押し下げます。
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► キャップを押し下げたまま時計回りに回し、所
定の位置にはめ込みます。
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タンクキャップと燃料タンクのマークが合いま
す。
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► グリップを倒します。
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タンクキャップがロックされます。

10.5 タンクキャップを燃料タンク開
口部にロックできない場合

キャップ下部が上部に対してねじれています。
► 燃料タンクからキャップを外し、上から見て点

検します。
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左側： キャップ下部がねじれています - 内
側マーク (1) が外側マークに合って
います。

右側： 適切な位置のキャップ下部 - 内側マ
ークがグリップの下にあります。外
側マークとは合っていません。

10 給油 日本語
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► キャップを開口部に取り付け、フィラーネック
にかみ合うまでキャップを反時計回りに回し
ます。

► キャップをさらに反時計回りに回します (約
1/4 回転) - キャップ下部が正しい位置に合い
ます。

► キャップを時計回りに回し、所定位置にロック
します - 「キャップの閉め方」の項を参照。

11 チェン オイル
チェンとガイドバーの自動的で信頼性のある潤
滑のため、環境に優しい高品質チェンオイルだけ
を使用してください。生分解が速いスチールバ
イオプラスをお勧めします。

注記

生分解性チェンオイルには、充分な耐劣化性が必
要です（スチールバイオプラス等)。耐劣化性に
乏しいオイルは、樹脂化が速い傾向にあります。
その結果、特にチェン駆動部やチェンに蓄積物が
固着し、除去しにくくなります。オイルポンプが
故障する原因ともなります。

使用するオイルの品質は、ソーチェンとガイドバ
ーの寿命に大きく影響します。従って、必ず専用
のチェンオイルだけを使用してください。

警告

廃油を使用しないでください!廃油は、長期間繰り
返し肌に触れると、皮膚ガンを引き起こすことが
あります。さらに、環境に害を与えることがあり
ます!

注記

廃油には必要な潤滑特性がなく、チェンの潤滑に
は適していません。

12 チェン オイルの給油
 

12.1 機械の準備
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► ゴミがタンクの中に落ちないように、フィラー
キャップとその周辺の汚れをきれいに拭き取
ります

► 常にタンクの注入口が上を向くように機械を
置いてください

► フィラー キャップを開きます

12.2 チェン オイルの給油
► 燃料を補給する度に、チェン オイルを給油し

ます

給油の際にチェン オイルをこぼさないようにし、
またチェン オイルをタンクいっぱいに入れない
でください。

当社では、チェン オイル用スチール給油システム
(特殊アクセサリー) のご使用をお勧めします。
► タンクキャップを閉じます

燃料タンクが空になっても、オイルタンクにはチ
ェン オイルが少量だけ残ります。

オイル タンク内のオイルが減らない場合は、オイ
ル供給システムが故障している可能性がありま
す：チェン オイルの吐出状態を点検し、オイルの
通路をきれいにしてください。必要な場合はス
チール サービス店にお問い合わせください。当
社では、整備や修理をスチール認定サービス店だ
けに依頼されることをお勧めします。

13 チェン オイルの吐出点検

ソーチェンは、常に少量のオイルを飛散させる状
態に潤滑されている必要があります。

日本語 11 チェン オイル
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注記

本機は、必ずチェンを潤滑して使用してくださ
い。ソーチェンを乾いたまま回転させると、カッ
ティングアタッチメントがすぐに損傷し、修理が
不能になります。作業開始前に、常にチェンの潤
滑状態とタンク内のオイル量を点検してくださ
い。

新品のソーチェンには 2～3 分間の慣らし運転が
必要です。

ソーチェンの慣らし運転後、ソーチェンの張り具
合を点検し、必要に応じて再調整してください。

「ソーチェンの張り具合の点検」の項を参照して
ください。

14 チェン ブレーキ
 

14.1 チェンのロック
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– 緊急時
– 始動時
– アイドリング時

左手でハンドガードをバー先端に向かって押し
て、チェンブレーキを作動させます。または一定
のキックバック状況下で慣性力により、チェン ブ
レーキが作動します。チェンが停止して、ロック
します。

14.2 チェン ブレーキの解除
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► カチッと音がするまで前ハンドル方向にハン
ド ガードを引きます - チェン ブレーキのロッ
クが外れます。

注記

エンジンを加速して、切断作業を開始する前 (動
作確認時は除く) にチェンブレーキのロックを解
除します。

チェン ブレーキがロックしている状態 (ソーチ
ェンは静止した状態） でエンジン回転数を高くす
ると、短時間でエンジンやチェン駆動部 (クラッ
チ、チェン ブレーキ) が損傷します。

また、チェンソーのキックバックの力が大きい
と、前ハンドガードの慣性力が働き、チェン ブレ
ーキが作動します。ハンドガードはバーの先端
に向かって力を受けます。

チェン ブレーキは、ハンド ガードを全く改造し
ていない場合にだけ作動します。

14.3 チェン ブレーキの作動点検
始動前：エンジンのアイドリング回転時に、チェ
ン ブレーキを作動させ (ハンドガードをバー先
端方向に押します)、短時間 (最長 3 秒間) スロッ
トルを全開にします - チェンが回転してはいけ
ません。ハンド ガードはゴミで汚れておらず、自
由に動く状態にしてください。

14.4 チェン ブレーキの整備
チェン ブレーキは普通に使っていても、徐々に磨
耗します。熟練した整備担当者に定期的に整備
してもらうことをお勧めします。当社では整備
や修理を、認定を受けた STIHL サービス店のみ
に依頼されることをお勧めします。次の整備期
間を遵守してください。
頻繁な使用： 3 ヵ月毎
頻繁ではない使用： 6 ヵ月毎

15 冬季作業
 

15.1 気温が +10 °C 未満の場合
► チェン スプロケット カバーを取り外します -

「バーとチェンの取り付け」を参照してくださ
い

14 チェン ブレーキ 日本語
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► シャッターを「冬季作業」 r に設定します

「冬季作業」設定では、熱くなった空気がシリン
ダーの周囲から吸い込まれ、冷たい空気と混ざり
ます。 このようにして、エアー フィルターやキ
ャブレターの凍結を防止します。

15.2 気温が ＋ 20 °C 以上の場合
► 常にシャッターを「夏季作業」 s に戻します

注記

エンジンの運転時に、故障やオーバーヒートが発
生する恐れがあります！

16 エンジンの始動と停止
16.1 マスターコントロールレバーの

位置
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STOP または † – マスターコントロールレバー
を STOP または † の方向に押すと、イグニッシ
ョンがオフになります。指を放すと、マスターコ
ントロールレバーは運転位置 F に戻ります。

警告

エンジンが停止した後、イグニッションは自動的
に再びオンになります。エンジンは、スターター
を作動させれば、いつでも始動できます。

運転位置 F – 暖機後のエンジンはこの位置で始動
します。エンジンは、この位置で運転状態になり
ます。

スタート位置} - 冷えているエンジンはこの位
置で始動します。

16.2 マスターコントロールレバーの
調整

マスターコントロールレバーを運転位置 F から
スタート位置 } に移動させるには、トリガーロ
ックアウトとスロットルトリガーを握ったまま
保持します。マスターコントロールレバーをス
タート位置 } に合わせ、スロットルトリガーと
トリガーロックアウトを放します。マスターコ
ントロールレバーを放します。レバーはスター
ト位置 }のままです。

スロットルトリガーロックアウトを押しながら
スロットルトリガーを握ると、マスターコントロ
ールレバーがスタート位置 (}) から運転位置
(F) に移動します。

エンジンを切るには、マスターコントロールレバ
ーを STOP または † の方向に動かします。指
を放すと、マスターコントロールレバーは運転位
置 F に戻ります。

16.3 チェンソーの保持
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► チェンソーを地面に置きます。足場が安定し
ているか点検します。チェンが物体や地面に
接触していないか確認します。

► チェンソーのコントロールハンドルを右手で
確実に保持します。

► キャブレターカバーを右ひざで抑えます。

16.4 始動
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► スターターグリップを左手でゆっくりと引き、
かみ合った感じがした時点で勢いよく引っ張
ります。その際は、前ハンドルを下側に押し付
けてください。スターターロープは最後まで
引き出さないでください。切れるおそれがあ
ります。スターターグリップを急に放さない
でください。手を添えてハウジングにゆっく
りと巻き込むと、スターターロープは適切に巻
き込まれます。

手動燃料ポンプが装備されていない機械：新品ま
たは長期間使用されていないエンジンでは、スタ
ーターロープを数回引いて燃料システムに燃料
を送り込む必要があります。

16.5 チェンソーの始動

警告

見物人にはチェンソー使用場所から十分に離れ
るよう指示してください。
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► ハンドガード (1) を前方に押します。チェン
がロックされます。

マスターコントロールレバー (4) は、標準運転位
置 Fにあります。
► エンジンが冷えている場合は、トリガーロック

アウト (2) を押しながら、スロットルトリガー
(3) を握ります。両方のレバーをその位置で保
持しながら、マスターコントロールレバー (4)
をスタート記号 }に合わせます。

► チェンソーを確実に保持します。
► エンジンが始動するまでスターターグリップ

を素早く、強く引きます。
► エンジンが始動しない場合は、マスターコント

ロールレバー (4) をスタート位置 } に合わ
せ、始動手順を繰り返します。

16.6 エンジン始動直後
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► スタート位置}でエンジンを始動させた場合
は、トリガーロックアウト (1) を押し込みなが
らスロットルトリガー (2) を握ります。マス
ターコントロールレバー (3) が運転位置 F に
移動し、エンジンはアイドリング回転になりま
す。
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► ハンドガードを前ハンドルの方に引き戻しま
す。

チェンブレーキが解除され、チェンソーの使用準
備が整います。

注記

チェンブレーキが解除されたときのみスロット
ルを握ってください。チェンブレーキが掛かっ
た状態 (ソーチェンが停止した状態) でエンジン
回転数を上げると、クラッチとチェンブレーキが
短時間で損傷します。

16.7 外気温が極めて低いときは
► 必要に応じて機械を冬季作業用に設定します。

「冬季作業」を参照してください。

16.8 エンジンを切るには
► マスターコントロールレバーを STOP または
† の方向に動かします。指を放すと、マスタ
ーコントロールレバーは標準の運転位置 F に
戻ります。

16.9 エンジンが始動しないときは
► すべての操作部が適正に設定されているか確

認します。

16 エンジンの始動と停止 日本語
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► タンク内に燃料があるか確認し、必要に応じて
給油します。

► スパークプラグターミナルが適切に接続され
ているか確認します。

► 始動手順を繰り返します。

または

エンジン燃料室内の未燃焼の混合気が濃過ぎる
(エンジンが燃料を吸い込み過ぎた) 可能性があ
ります。
► スパークプラグを取り外します。「スパークプ

ラグ」を参照してください。
► スパークプラグを乾かします。
► チェンソーを地面に置きます。
► マスターコントロールレバーを止まるまで

STOP または † の方向に押し、そのまま保持
します。

警告

マスターコントロールレバーが STOP または †
に合っていないと、イグニッションスパークが生
じることがあります。
► スターターを数回作動させます。
► マスターコントロールレバーを放します。レ

バーは運転位置 F に戻ります。
► スパークプラグを再び取り付けます。「スパー

クプラグ」を参照してください。
► 指示どおりにチェンソーを保持し、始動しま

す。

17 作業中の注意事項
17.1 ならし運転
新品の機械は、最初の燃料 3 タンク分の間は、高
速回転(無負荷でフルスロットル)で運転しないで
ください。これでならし運転中の不要な高負荷
を避けます。すべての動く部品は、ならし運転中
になじんでくるので、この期間はエンジンの摩擦
抵抗が大きくなっています。エンジンの最高出
力を発揮できるのは、タンク 5～15 回分の使用後
となります。

17.2 作業中

注記

チェンブレーキが解除されたときのみスロット
ルを握ります。チェン ブレーキがロックしてい
る状態（チェンはロックした状態）でエンジン回
転数を高くすると、短時間でエンジンやチェン駆
動部(クラッチ、チェン ブレーキ)を損傷します。

17.2.1 チェンの張りを時々点検してくださ
い!

長期間使用しているソーチェンに比べて、新しい
ソーチェンは頻繁に張り直してください。

17.2.2 チェンが冷えている場合

チェンがバーの下部に軽く触れるが、手で回せる
くらいが正しい張り方です。必要に応じて、チェ
ンの張りを再調整します - 「ソーチェンの張り
方」の項を参照してください。

17.2.3 作業温度のチェン

チェンが伸びてきます。ドライブ リンクがバー
の下側のバーの溝から出てはいけません - そう
しないと、チェンがバーから飛び出すことがあり
ます。チェンの張りを再調整します - 「ソーチェ
ンの張り方」の項を参照してください。

注記

チェンは冷えると縮みます。チェンを緩めない
と、クランクシャフトとベアリングを損傷するこ
とがあります。

17.2.4 長時間のフルスロットル運転後

長時間のフルスロットル運転後は、しばらくの間
アイドリングしてエンジンの熱を冷却風で放熱
してください。組み込まれている部品 (イグニッ
ションやキャブレター) を熱から守るためです。

17.3 作業後
► 作業中に暖まったチェンの張りを調整した場

合、作業終了後にチェンを緩めてください。

注記

作業が終了したらチェンは必ず緩めてください。
チェンは冷えると縮みます。チェンを緩めない
と、クランクシャフトとベアリングを損傷するこ
とがあります。

17.3.1 短期間の保管

エンジンが冷えるまで待ちます。燃料タンクを
一杯にして、次の使用時まで火気のない乾燥した
状態で保管します。

日本語 17 作業中の注意事項
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17.3.2 長期間の保管

「機械の保管」を参照

18 オイル量の調節
切断長、木の種類および作業方法によって、必要
なオイルの量が異なります。
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オイルの流量は、必要に応じて、機械の上側にあ
る調整スクリュー (1) を使用して調整できます。

E マチックの位置 (E)。中程度のオイル流量－
► 調整スクリューを「E」(E マチック位置) まで

回します

オイル流量を増加するには -
► 調整スクリューを時計回りに回します

オイル流量を減らすには -
► 調整スクリューを反時計回りに回します

注記

チェンは、必ずオイルを塗布した状態に保ってく
ださい。

19 ガイド バーの保守
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► チェンの目立てや交換を行うたびにガイドバ
ーを裏返しにします。それにより片側 (特にバ
ーの先端や下側) のみの摩耗を防ぐことができ
ます。

► オイル供給穴 (1)、オイル流路 (2)、バーの溝
(3) は定期的に清掃してください。

► 切断に最も使用するガイドバー部分の溝の深
さをファイリングゲージ (特殊アクセサリー)
の目盛で測定します。

チェンの種類 チェンのピッチ 溝の最低
深さ

Picco(ピコ) 1/4" P 4.0 mm
Rapid(ラピッ
ド)

1/4" 4.0 mm

Picco(ピコ) 3/8" P 5.0 mm
Rapid(ラピッ
ド)

3/8"、0.325" 6.0 mm

Rapid(ラピッ
ド)

0.404" 7.0 mm

溝の深さが規定値よりも浅い場合：
► ガイドバーを交換します。

交換しないと、ドライブリンクタングが溝の底部
を擦るようになり、カッターとタイストラップが
バーレールに載らなくなります。

20 エアーフィルターの掃除
20.1 エンジンの出力が著しく低下し

た場合は：
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► ツイスト ロックを反時計回りに 90° 回しま
す。

► シュラウドを上に外します。
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► エアー フィルターを上に外します。
► フィルターを、STIHL 特殊洗浄剤 (特殊アクセ

サリー) またはきれいな不燃性の溶液 (例：ぬる
い石けん水) で洗浄し、乾かします。

注記

フリース フィルター (オプション) の掃除には、
ブラシを使用しないでください。

破損したフィルターは必ず交換してください。

18 オイル量の調節 日本語
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21 M-Tronic
このチェンソーは、性能が最適化されるよう作業
中に自動調整されます。 較正を行うと、チェンソ
ーの性能はより短時間で最適化されます。

外気温が –10°C 以下またはエンジンが冷えてい
る場合：
► エンジンを始動し、チェンブレーキを解除しま

す。
► スロットルを約 1 分間開閉させ、エンジンを暖

機します。
► エンジンを切ります。

チェンソーを次の手順で較正します：
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s> 30 s30-60 s

00
00
-G
X
X
-4
58
0-
A
0

► マスターコントロールレバーを}の位置にセ
ットします。

► チェンブレーキを掛けます。
► スロットルトリガーを握らずにエンジンをか

けます。 エンジンが始動し、マスターコント
ロールレバーは}の位置に留まります。

► スロットルトリガーを握らずにエンジンを 30
秒以上作動させます。ただし、60 秒以上は作
動させないでください。

警告

チェンブレーキが解除されていると、チェンが回
転することがあります ‑ ケガをするおそれがあ
ります。

チェンソーを取扱説明書の説明に従って保持し
ます。回転するソーチェンには触れないでくだ
さい。
► チェンブレーキを解除します。

注記

較正作業は、チェンソーが適切に較正される前に
スロットルトリガーを放すと中止されます。そ
の場合は、較正作業を再開させる必要がありま
す。
► スロットルトリガーを完全に握り、そのまま保

持します。

注記

較正作業中は、スロットルトリガーを完全に握っ
ておかないと、チェンソーが適切に較正されない
おそれがあります。 それによりチェンソーが損
傷することがあります。
► スロットルトリガーを完全に握り、そのまま保

持します。
► スロットルトリガーを 30 秒以上握り、そのま

ま保持します。

エンジンが加速し、チェンが回転します。チェン
ソーの較正が行われます。較正中は、エンジン回
転数が大きく変動します。

エンジンがストールした場合：
► チェンソーの再較正を試みてください。

エンジンが再びストールした場合：
► チェンブレーキを掛けます。
► チェンソーを使用しないでください。STIHL

サービス店にサポートを依頼してください。
チェンソーが故障しています。

エンジン回転数が大きく低下したらすぐに：
► スロットルトリガーを放します。

エンジンはアイドリング回転になります。以上
でチェンソーの較正作業が完了し、使用準備が整
います。

22 スパーク プラグ
► エンジンの出力が低下したり、始動しにくくな

ったりアイドリングが不安定になったら、先ず
スパーク プラグを点検してください。

► 約 100 時間運転後には新品のスパークプラグ
と交換してください - 電極が極度に焼損して
いる場合はそれよりも早く交換してください。
スチール社が承認した、雑音防止スパーク プ
ラグのみをご使用ください - 「技術仕様」の項
を参照してください。

22.1 スパーク プラグの取り外し
► マスター コントロール レバーを停止位置 (0)

にセットします。
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► チェン ブレーキを解除します。

日本語 21 M-Tronic
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► キャプティブナット (1) を、スプロケットカバ
ーの中で緩く垂れ下がるまで、反時計回りに回
します。

► キャプティブナットと一緒にスプロケットカ
バー(2)を取り外します。

00
11

BA
02

0 
KN

► スパークプラグ ターミナルを抜き取ります。
► スパーク プラグを緩めます。

22.2 スパークプラグの点検
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► 汚れたスパークプラグをきれいにします。
► 電極ギャップ(A)を点検して、必要な場合は調

整します - 数値は「技術仕様」の項を参照して
ください。

► 以下のような、スパークプラグが汚れる原因を
排除してください。

原因：
– エンジンオイル混合量の過多
– エアーフィルターの汚れ
– 劣悪な使用環境
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警告

アダプターナット (1) が緩んでいるか、外れてい
る場合はアークが発生することがあります。発
火または爆発が起きやすい環境下で作業を行う
と、実際の火災または爆発が発生する恐れがあり
ます。この場合、作業員が重傷を負ったり、建物
に損傷を与えたりする可能性があります。
► 抵抗入タイプのスパークプラグを使用し、アダ

プターナットをしっかりと締め付けてくださ
い。

22.3 スパーク プラグを取り付けま
す。

► スパーク プラグを取り付け、スパーク プラグ
ターミナルを (しっかりと押し込んで) 接続し
ます - 逆の手順で、他の部品をすべて取り付け
ます。

23 機械の保管
30 日以上の保管時
► 換気の良い場所で燃料タンクを空にし、洗浄し

ます。
► 燃料は、地域の環境規制に従って処分してくだ

さい。
► 手動燃料ポンプが装着されている場合は、手動

燃料ポンプを 5 回以上押します。
► エンジンを始動し、停止するまでアイドリング

させます。
► ソーチェンとガイド バーを取り外します。掃

除して、保護オイルを吹き付けます
► 機械を丁寧に掃除します - 特にシリンダー フ

ィンとエアー フィルターに注意します
► 生分解チェン オイル (STIHL バイオプラスな

ど) を使用するときときは、オイルタンクいっ
ぱいにオイルを入れます

► 機械を乾いた安全な場所に保管します。子供
や他の無断使用者の手の届かない場所に保管
してください。

23 機械の保管 日本語
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24 チェン スプロケットの点
検

► チェンブレーキを解除します。ハンドガード
を前ハンドルの方向に引きます。

► チェンスプロケットカバー、ソーチェン、ガイ
ドバーを取り外します。

24.1 チェンスプロケットの交換
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– ソーチェン 2 本の使用後に交換してください。
または

– チェンの寿命が短くなるため、スプロケット上
の摩耗マーク (矢印) の深さが約 0.5 mm を超
えた時点で直ちに交換してください。ゲージ
(特殊アクセサリー) を使用して、摩耗マークの
深さを点検します。

2 本のソーチェンを交互に使用すると、チェンス
プロケットの寿命が延びます。

STIHL 社では、チェンブレーキから性能を最大限
に引き出すために STIHL 純正チェン スプロケッ
トの使用を推奨しています。

チェンスプロケットの交換は STIHL サービス店
に依頼してください。STIHL 社では、整備や修理
を STIHL 認定サービス店だけに依頼されること
をお勧めします。

25 ソーチェンの整備と目立て
25.1 ソーチェンを正しく目立てして

楽に切断作業を行う
正しく目立てされたチェンを使うと、ほんの少し
押すだけで楽に木材を切ることができます。

切れ味が悪いまたは損傷しているソーチェンを
使用しないでください - 身体に大きな負担がか
かり、振動が激しく、切断状態が悪く、摩耗が早
くなります。
► ソーチェンの汚れを取り除きます
► ソーチェンの亀裂およびリベットの損傷を点

検します
► 損傷または磨耗しているチェン構成部品を交

換して、形状および磨耗に関して残存部分に適
合するようにします - 状態に応じて再加工し
ます

超硬チップ付き (デュロ) ソーチェンは、特に耐摩
耗性が強くなっています。 最適な目立てをする
には、スチールではスチール サービス店をお勧め
します。

警告

下記の角度と寸法に適合することが絶対に必要
です。 目立てが不適切なソーチェン (特にデプ
ス ゲージが低すぎる) では、チェンソーがキック
バックを起こしやすくなります - ケガの危険!

25.2 チェンのピッチ
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a

チェンのピッチのマーキング (a) が、個々のカッ
ターのデプス ゲージの部分に刻印されています。
マーキング (a) チェンのピッチ
 インチ mm
7 1/4 P 6.35
1 または 1/4 1/4 6.35
6、P または PM 3/8 P 9.32
2 または 325 0.325 8.25
3 または 3/8 3/8 9.32
4 または 404 0.404 10.26
使用するヤスリの直径は、チェン ピッチによって
異なります - 表「目立工具」を参照してくださ
い。

カッターの角度は、目立てをする間維持する必要
があります。

25.3 上刃・横刃目立て角度
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A 上刃目立て角度
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スチール ソーチェンは、上刃目立て角度 30 度で
目立てします。 リッピング チェンは例外で、上
刃目立て角度が 10 度です。 リッピング チェン
は名称に X が含まれます。

B 横刃目立て角度

指定されたファイル ホルダーおよびファイル直
径を使用すると、自動的に適切な横刃目立て角度
になります。
刃の形状 角度(°)
 A B
マイクロ = セミチゼル歯、
63 PM3、26 RM3、36 RM など

30 75

スーパー = フル チゼル歯、
63 PS3、26 RS、36 RS3 など

30 60

リッピング チェン、63 PMX、
36 RMX など

10 75

カッターの角度は、ソーチェンのすべてで同じに
する必要があります。 角度が一定でない場合：
ソーチェンの動作が雑で不均等で、磨耗が早く、
ソーチェンが破損することさえあります。

25.4 ファイル ホルダー
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► ファイル ホルダーの使用

手でソーチェンを目立てするときは、必ずファイ
ル ホルダー (特殊アクセサリー、表「目立工具」
を参照) を使用します。 ファイル ホルダーには、
目立て角度のマーキングがあります。

専用のチェンソー ヤスリを使用してください！
他のヤスリは切断の形状とタイプに関して不適
切です。

25.5 角度を確認するには
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スチール ファイリング ゲージ (特殊アクセサリ
ー、表「目立工具」を参照) を使用します - 上刃・
横刃目立角、デプス ゲージの設定、および刃の長
さの点検、さらに溝とオイル孔の掃除に使える、
便利な汎用ゲージです。

25.6 正しい目立
► チェン ピッチに合った目立ツールを選びます
► 必要に応じてガイド バーを固定します
► ソーチェンをブロックします - ハンド ガード

を前方に押します
► ソーチェンを進めるには、ハンド ガードをハ

ンドルバーに向けて引きます： チェン ブレー
キが解除されます。 クイックストップ スーパ
ー チェン ブレーキ システムでは、さらにスロ
ットル トリガー ロックアウトを押します

► 目立てを頻繁に行い、ほんのわずか刃先を擦り
ます - 簡単な目立てには、通常、ヤスリを 2、
3 回当てるだけで十分です
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► ヤスリの位置： ファイル ホルダーのマーキン
グで指定された角度で水平方向 (ガイド バー
の側面に対して直角) に、ファイル ホルダーを
刃とデプス ゲージの上に置きます

► 必ず内側から外側に向けてヤスリをかけます
► ヤスリは前方ストロークのみで目立てをしま

す - 後方ストロークのときはヤスリを少し離
します

► タイ ストラップおよびドライブ リンクにヤス
リをかけないでください

► 定期的にヤスリを少し回して、不均等に磨耗し
ないようにします

► ヤスリのバリを取り除くには、硬木の小片を使
用します

► ファイリング ゲージで角度を確認します

すべてのカッターの長さを同じにします。

カッターの長さが異なると、刃の高さも異なり、
ソーチェンの動作が荒くなり、チェンが破損する
ことがあります。
► すべてのカッターを最も短いカッターと同じ

長さに仕上げます - 理想的には電動式目立機
を使用するサービス店で実施します

25.7 デプス ゲージの設定
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a

デプス ゲージによって、カッターが木に食い込む
深さ、つまり切りくずの厚さが決まります。

a デプス ゲージとカッター先端の間の必要な距
離

霜がないときに軟らかい木を切断する場合は、距
離を最大 0.2 mm (0.008") 増やすことができま
す。
チェンのピッチ デプス ゲージ
  距離 (a)
インチ (mm) mm (インチ)
1/4 P (6.35) 0.45 (0.018)
1/4 (6.35) 0.65 (0.026)
3/8 P (9.32) 0.65 (0.026)
0.325 (8.25) 0.65 (0.026)
3/8 (9.32) 0.65 (0.026)
0.404 (10.26) 0.80 (0.031)

25.8 デプス ゲージを低くする
カッターの目立てを行うと、デプス 量が小さくな
ります。
► 目立てを行うたびにデプス ゲージの設定を確

認します

2
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► チェン ピッチに適切なファイル ゲージ (1) を
ソーチェンに載せ、確認するカッターに押しつ
けます - デプス ゲージがファイル ゲージより
突き出ている場合、デプス ゲージを再加工す
る必要があります

セーフティ ドライブ リンクが付いたソーチェ
ン (2) - セーフティ ドライブ リンクの上部 (2)
(サービスマーキング付き)はカッターのデプス
ゲージと一緒に下がります。

警告

セーフティ ドライブ リンクの残りの部分は、目
立てしてはいけません。チェンソーがキックバ
ックを起こす危険性が高まることがあります。
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► デプス ゲージを加工し、ファイル ゲージと揃
うようにします
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► その後、デプス ゲージの先端をサービス マー
ク (矢印を参照) と平行になるようにドレッシ
ングします - その際、デプス ゲージの最も高い
位置が、さらに後方にずれないように注意しま
す

警告

デプス ゲージが低すぎると、チェンソーがキック
バックを起こしやすくなります。
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► ファイル ゲージをソーチェンに載せます - デ
プス ゲージの最も高い位置がファイル ゲージ
と一致しなければなりません

► 目立てが終了したら、ソーチェンをよく洗浄
し、ヤスリやグラインダーの切削分を除いて、
十分に潤滑油を塗布します

► 長期間使用しない場合、ソーチェンを洗浄し
て、潤滑油を塗布した状態で保管します

目立工具 (特殊アクセサリー)
チェンのピッチ丸ヤスリ^ 丸ヤスリ ファイル ホル

ダー
ファイル ゲー
ジ

平ヤスリ 目立セット 1)

インチ (mm) mm (イン
チ)

部品番号 部品番号 部品番号 部品番号 部品番号

1/4P (6.35) 3.2 (1/8) 5605 771
3206

5605 750
4300

0000 893
4005

0814 252
3356

5605 007
1000

1/4 (6.35) 4.0 (5/32) 5605 772 40065605 750 43271110 893 40000814 252 33565605 007
1027

3/8 P (9.32) 4.0 (5/32) 5605 772
4006

5605 750
4327

1110 893
4000

0814 252
3356

5605 007
1027

0.325 (8.25) 4.8 (3/16) 5605 772
4806

5605 750
4328

1110 893
4000

0814 252
3356

5605 007
1028

3/8 (9.32) 5.2 (13/64) 5605 772
5206

5605 750
4329

1110 893
4000

0814 252
3356

5605 007
1029
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目立工具 (特殊アクセサリー)
0.404 (10.26)5.5 (7/32) 5605 772

5506
5605 750
4330

1106 893
4000

0814 252
3356

5605 007
1030

1)丸ヤスリ、平ヤスリ、ファイリング ゲージ付きファイル ホルダーで構成

26 整備表
次の項目は、通常の使用条件の場合に適用されま
す。毎日の作業時間が通常よりも長いか、作業条件
が悪い場合 (非常に粉塵の多い場所、樹脂分の多い
材木、熱帯樹からの材木等) は、それに応じて表に
示された間隔よりも短くしてください。時々しか
使用しない場合は、整備間隔を相応に長くすること
が可能です。

作
業

開
始

前

作
業

終
了

後
ま

た
は

毎
日

燃
料

給
油

時

毎
週

毎
月

毎
年

故
障

時

損
傷

時

必
要

に
応

じ
て

機械本体 目視検査 (状態、漏れ) X  X
清掃 X

スロットルトリガー、ス
ロットルトリガーロック
アウト、チョークレバー、
停止スイッチ、マスター
コントロールレバー (装
置によって異なる)

機能テスト X X

チェンブレーキ 機能テスト X X
点検はサービス店に依
頼してください 1)

X

手動燃料ポンプ (装備モ
デルのみ)

点検 X         
専門サービス店に修理
を依頼してください 1)

       X  

燃料タンクの燃料ピック
アップボディ/フィルター

点検 X
洗浄、フィルターインサ
ートの交換

X X

交換 X X X
燃料タンク 清掃 X
チェンオイルタンク 清掃 X
チェンオイル 点検 X
ソーチェン 点検、切れ具合を確認 X X

ソーチェンの張りの点
検

X X

目立て X
ガイドバー 点検 (摩耗、損傷) X

掃除し、裏返す X
バリ取り X
交換 X X

チェンスプロケット 点検 X
エアフィルター 清掃 X X

交換 X
防振エレメント 点検 X X

交換は サービス店に依
頼してください 1)

X
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次の項目は、通常の使用条件の場合に適用されま
す。毎日の作業時間が通常よりも長いか、作業条件
が悪い場合 (非常に粉塵の多い場所、樹脂分の多い
材木、熱帯樹からの材木等) は、それに応じて表に
示された間隔よりも短くしてください。時々しか
使用しない場合は、整備間隔を相応に長くすること
が可能です。

作
業

開
始

前

作
業

終
了

後
ま

た
は

毎
日

燃
料

給
油

時

毎
週

毎
月

毎
年

故
障

時

損
傷

時

必
要

に
応

じ
て

ファンハウジングの空気
吸入口

清掃 X X X

シリンダーフィン 清掃 X  X X
キャブレター アイドリング調整の確

認 - ソーチェンが回らな
いこと

X X

エンジンのアイドリン
グ中にソーチェンが回
転し続ける場合、サービ
ス店にチェンソーの点
検と修理を依頼してく
ださい 1)

 X

スパークプラグ 電極ギャップの調整 X
100 運転時間ごとに交換 X

手が届くスクリュー、ナ
ットやボルト

締め付ける 2) X

チェンキャッチャー 点検 X
交換 X

安全情報ラベル 交換 X  
1)STIHL では、STIHL サービス店の利用をお勧めしています
2)10 - 20 時間の使用後にチェンソー (出力 3.4 kW 以上) のシリンダーベーススクリューをしっかりと
締め直してください。

27 磨耗の低減と損傷の回避
本取扱説明書の仕様を遵守して使用すると、本機
への過度の磨耗や損傷が回避されます。

本機の使用、整備および保管は、本取扱説明書の
記述に従って入念に行ってください。

安全に関する注意事項、取扱説明書の記述内容お
よび警告事項に従わないことに起因するすべて
の損傷については、使用者が責任を負います。こ
れには、特に以下が適用されます：
– スチールが承認していない製品の改造
– 本機への適用が承認されていない、適していな

い、または低品質のツールやアクセサリーの使
用

– 使用目的に合わない方法での本機の使用
– スポーツや競技などの催し物で本機を使用
– 損傷したコンポーネントを装備したままで機

械を使用したことから生じる派生的損傷

27.1 整備作業
「整備と保守」に記載されているすべての作業を、
定期的に実行する必要があります。使用者がこ

れらの整備作業を自身で実行しない場合、それら
の作業はサービス店に依頼する必要があります。

当社では、整備や修理をスチール認定サービス店
だけに依頼されることをお勧めします。スチー
ル販売店では定期的にトレーニングを受け、適切
な技術情報の提供を受けています。

これらの作業を実行しないか、不適切に実行した
場合、結果として損傷が発生することがあり、こ
れには使用者が責任を負います。特に以下が対
象になります：
– 指定された整備周期を守らなかったか、整備が

不十分であった (たとえばエアー フィルター、
燃料フィルター)、または冷却空気経路 (エアー
吸入スリット、シリンダーフィン) の掃除が不
十分であったことが原因で生じたエンジンの
損傷

– 不適切な保管に起因する腐食損傷およびその
他の派生的損傷

– 低品質の交換部品を使用したことによる本機
の損傷
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27.2 磨耗部品
カットオフソーの部品によっては、規定通りに使
用しても通常の磨耗は避けられません。これら
の部品は、使用の種類や期間に合わせて適時に交
換してください。上記の例として、以下の部品が
挙げられます:
– ソーチェン、ガイドバー
– 駆動部品( クラッチ、クラッチ ドラム、チェン

スプロケット)
– フィルター(エアー フィルター、オイル フィル

ター、燃料フィルター)
– リワインド スターター
– スパーク プラグ
– 防振システムのコンポーネント

28 主要構成部品
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1 コントロール ハンドル
2 スロットル トリガー ロックアウト
3 マスター コントロール レバー
4 スロットル トリガー
5 シャッター (冬季および夏季モード)
6 スパーク プラグ
7 マフラー
8 チェン スプロケット カバー
9 チェン スプロケット
10 オイル量の調節

11 チェン ブレーキ
12 チェン テンショナー
13 チェン キャッチャー
14 ガイド バー
15 オイロマチック チェン
16 バンパー スパイク
17 オイル タンク キャップ
18 ハンド ガード
19 ハンドルバー
20 スターター グリップ
21 キャブレター ボックス カバー
22 ツイスト ロック
23 燃料タンク キャップ
24 リング
# 機械番号

29 技術仕様
29.1 エンジン
単気筒 2 ストロークエンジン
排気量: 35.2 cm3

シリンダー径: 40 mm
ピストンストローク: 28 mm
ISO 7293 に準拠した出力: 1.8 kW（2.4 PS）、

10500 rpm 時
アイドリング回転数：1 3000 rpm

29.2 イグニッションシステム
エレクトロニックマグネトイグニッション
スパークプラグ（雑音防
止）:

NGK CMR 6 H,
BOSCH USR 4AC

電極ギャップ: 0.5 mm

29.3 燃料システム
燃料ポンプ搭載全方向ダイヤフラム式キャブレ
ター
燃料タンク容量: 310 cm3 (0.31 l)

29.4 チェンオイル
回転数に依存した全自動オイルポンプ、追加の手
動オイル量調節機能
オイルタンク容量： 220 cm3 (0.22 l)

29.5 重量
燃料なし、カッティングセットなしの状態：
3.7 kg

1) ISO 11681 準拠（+/- 50 rpm）

日本語 28 主要構成部品
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29.6 カッティングセット
実際の切断長は、指定された切断長より短い場合
があります。

29.6.1 ガイドバー Rollomatic E、Light 04
切断長（ピッチ 3/8"P）： 30、35、40 cm
溝幅： 1.1 mm

29.6.2 ガイドバー Rollomatic
切断長（ピッチ 3/8"P）： 30、35、40 cm
溝幅： 1.3 mm

29.6.3 ソーチェン 3/8"Picco
Picco Micro Mini 3 (61 PMM3) タイプ 3610
ピッチ： 3/8"P (9.32 mm)
ドライブリンク厚： 1.1 mm

Picco Super 3 Pro (61 PS3 Pro) タイプ 3699
ピッチ： 3/8"P (9.32 mm)
ドライブリンク厚： 1.1 mm

Picco Micro 3 (63 PM3) タイプ 3636
ピッチ： 3/8"P (9.32 mm)
ドライブリンク厚： 1.3 mm

Picco Super 3 (63 PS3) タイプ 3616
ピッチ： 3/8"P (9.32 mm)
ドライブリンク厚： 1.3 mm

Picco Duro 3 (63 PD3) タイプ 3612
ピッチ： 3/8"P (9.32 mm)
ドライブリンク厚： 1.3 mm

29.6.4 チェンスプロケット
6 枚歯、3/8" P 用（プロファイルチェンスプロケ
ット）
最大チェンスピード（ISO 11681
準拠）：

26.0 m/s

最大出力時のチェンスピード： 18.6 m/s

29.7 騒音・振動数値
振動に関する事業主への指令 2002/44/EC の遵守
の詳細については、

www.stihl.com/vib をご覧ください。

29.7.1 ISO 22868 に準拠した音圧レベル Lpeq

100 dB(A)

29.7.2 ISO 22868 に準拠した音響パワーレベ
ル Lweq

111 dB(A)

29.7.3 ISO 22867 に準拠した振動値 ahv,eq

 左ハンドル 右ハン
ドル

MS 201 TC-M、3/8" P
ソーチェン付き：

3.5 m/s2 3.1 m/s2

指令 2006/42/EC に準拠した K‑係数は、音圧レベ
ルおよび音響出力レベルついて 2.0 dB(A) です。

指令 2006/42/EC に準拠した K‑係数は、振動加速
度について 2.0 m/s2 です。

29.8 REACH
REACH は EC の規定で、化学物質 (CHemical
substances) の登録 (Registration)、評価
(Evaluation)、認可 (Authorisation)、規制を意味し
ます。

REACH 規定 (EC) No.1907/2006 の遵守の詳細
については、以下をご覧ください。

www.stihl.com

29.9 排気ガス
EU 型式認定手順で測定された CO2 値は、以下に
記載されています -

www.stihl.com/co2

(製品ごとの技術データ)。

CO2 測定値は、代表的なエンジンを実験室の環境
下で標準的な試験手順に従って測定した結果で
あり、特定のエンジンの性能を明示的、暗示的に
保証する数値ではありません。

適用される排気ガス規制の要件は、本書に記載さ
れている方法で機械を使用し、整備することによ
って満たされます。いかなる方法であれエンジ
ンを改造すると、使用許可は無効になります。

30 スペア パーツのご注文
お客様のチェンソーの機種、機械番号、およびガ
イドバーとソーチェンの部品番号を、下に準備し
たスペースにご記入ください。これは、次にご注
文いただくときに便利です。

ガイドバー、ソーチェンは消耗部品です。これら
の部品を注文するとき、型式、部品番号、部品名
を明記してください。
機種
             

機械番号
             

ガイドバー部品番号
             

ソーチェン部品番号
             

31 整備と修理
本機を使用する方が実施できる保守および整備
作業は、本取扱説明書に記述されていることだけ
です。それ以外の修理はすべてサービス店に依
頼してください。
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当社では整備や修理を、認定を受けたスチール サ
ービス店のみに依頼されることをお勧めします。
スチール サービス店には定期的にトレーニング
を受ける機会が与えられ、必要な技術情報の提供
を受けています。

修理時には、当社が本機への使用を承認した、ま
たは技術的に同等な交換部品だけをご使用くだ
さい。高品質の交換部品のみを使用して、事故お
よび本機の損傷を回避してください。

当社ではスチール オリジナルの交換部品のご使
用をお勧めします。

スチール純正部品には、スチール部品番号、
{ロゴマークおよびスチール部品シンボ
ル マークKが刻印されています。(小さな部
品では、シンボルマークだけが刻印されているも
のもあります。)

32 廃棄
廃棄に関する情報については、最寄りの行政機関
または STIHL サービス店へお問い合わせくださ
い。

不適切な廃棄は、健康被害や環境汚染の原因にな
るおそれがあります。

00
0B

A0
73

 K
N

► 現地の規制に従い、パッケージを含む STIHL
製品を適切な回収場所へ持ち込み、リサイクル
してください。

► 家庭ごみと共に廃棄しないでください。

33 EC 適合証明書
ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstr. 115
D-71336 Waiblingen

Germany（ドイツ）

は、単独の責任において下記の製品が
モデル： チェンソー
製造ブランド： STIHL
タイプ： MS 201 TC-M
シリアル番号： 1145
排気量: 35.2 cm3

指令 2011/65/EU、2006/42/EC、2014/30/EU、
2000/14/EC の関連する条項に適合しており、以
下の規格のそれぞれ製造時点で有効であった版
に準拠して開発および製造されたことを保証い
たします:

EN ISO 11681‑2、EN 61000‑6‑1、EN 55012

音響出力レベルは、測定値並びに保証値共に、指
令 2000/14/EC の付属書 V の規定、および
ISO 9207 基準に従って決定されています。

音響出力レベル測定値
113 dB(A)

音響出力レベル保証値
115 dB(A)

EC 型式検査の実施者

DPLF
Deutsche Prüf- und Zertifizierungsstelle für Land-
und Forsttechnik GbR (NB 0363)
Spremberger Straße 1
D-64823 Groß-Umstadt
証明書番号
K-EG-2010/5601
技術文書の保管：

ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Produktzulassung

製品の製造年と機械番号は、機械本体に表示され
ています。

2022 年 8 月 1 日、Waiblingen にて発行

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Robert Olma, Vice President, Regulatory Affairs
& Global Governmental Relations

34 UKCA 適合宣言
ANDREAS STIHL AG & Co. KG
Badstr. 115
D-71336 Waiblingen

Germany（ドイツ）

は、単独の責任において下記の製品が
モデル： チェンソー
製造ブランド： STIHL
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タイプ： MS 201 TC-M
シリアル番号： 1145
排気量: 35.2 cm3

英国規則 The Restriction of the Use of Certain
Hazardous Substances in Electrical and
Electronic Equipment Regulations 2012、Supply
of Machinery (Safety) Regulations 2008、
Electromagnetic Compatibility Regulations 2016、
Noise Emission in the Environment by
Equipment for use Outdoors Regulations 2001
の関連する条項に適合しており、製造日時点で有
効であった以下の規格のバージョンに準拠して
開発および製造されたことを保証いたします:

EN ISO 11681‑2、EN 61000‑6‑1、EN 55012

音響出力レベルは、測定値および保証値共に、
Noise Emission in the Environment by
Equipment for use Outdoors Regulations 2001
の付属書 8 の英国規定、および ISO 9207 基準に
従って決定されています。

音響出力レベル測定値
113 dB(A)

音響出力レベル保証値
115 dB(A)

型式検査の実施者：

Intertek Testing & Certification Ltd, Academy
Place, 1 – 9 Brook Street, Brentwood Essex,
CM14 5NQ, United Kingdom
証明書番号
UK-MCR-0007
技術文書の保管：

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

製品の製造年と機械番号は、機械本体に表示され
ています。

2022 年 8 月 1 日、Waiblingen にて発行

ANDREAS STIHL AG & Co. KG

代理人

Robert Olma, Vice President, Regulatory Affairs
& Global Governmental Relations

35 アドレス

www.stihl.com
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